
課題別委員会 
我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会・ 

学術情報のデジタルトランスフォーメーションを推進する学術情報の基盤形成に関する検
討委員会合同 少子化時代のサステナブルな学術環境・エコシステムに関する分科会 

（第 25 期・第１回） 
議事要旨

1． 日時 令和 5年３月 27 日(月)13：30～16：00

2． 会場 オンライン開催（ZOOM） 

3． 出席者（名簿順、敬称略） 
  委員：小長谷 有紀、小林 武彦、髙山 弘太郎、腰原 伸也、田近 英一、菱田 公 

一、山口 周、川口 慎介、下田 正弘、林 隆之、吉見 俊哉 
  参考人：阿蘇 隆之審議官（文部科学省）、神谷 孝司課長（文部科学省） 

欠席者：西山 慶彦、山本 晴子、加藤 忠史 
オブザーバー：佐々木 裕之、永崎 研宣

4． 配布資料 
資料１：設置提案書 
資料２：合同分科会名簿 

5． 議題 
［１］ 役員の選出 
・委員の互選により、山口委員が委員長に選出された。また、委員長の提案により吉見委員
が副委員長に、田近委員と川口委員が幹事に選出された。

［２］本合同分科会の設置理由について 
・委員長より、本合同分科会の設置理由について、資料１に基づいて説明があった。

［３］「我が国の研究を取り巻く情勢の変化と今後の課題について（第 11 期科学技術・学術
審議会を締めくくるにあたっての会長所感）」阿蘇 隆之 文部科学省大臣官房審議
官（科学技術・学術政策担当）：一部非公開審議 

・阿蘇審議官並びに神谷課長から、我が国の研究力を支える学術環境に関する状況の変化に
関する現状認識と課題について説明があり、その内容に関連する審議が行われた。説明の
一部と審議については、より円滑に議論を進めるために非公開とした。 



 
［４］今後の審議の進め方について（非公開審議） 
・役員を中心とした WG による審議と合同分科会の審議を組み合わせて進めるなど、今後
の審議の進め方について委員長より提案があり、了承された。 
・委員長より、合同分科会における委員のメールアドレスの共有する旨の提案があり、了承
された。 

 
［５］その他 
・次回以降のWG の開催予定等についてアナウンスがあった。 
 
以上 


